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久留米市の天然記念物2

高良山のモウソウキンメイチク林

●高良山のモウソウキンメイチク林（国指定）

昭和49年11月25日御井町

モウソウキンメイチクは、中国原性モウソウチクの

変異種で、泄字で「孟宗金l・リ1竹」と書きます。昔から珍

しく、汀．戸時代この竹が見つかると、かわら版で騒が

れたといいます。

この金明竹は、表皮3肘が変化して、紺金色の中に緑

色の縦縞が節間に父互に現れたものです。また竹の皮

には、黒い斑点があり、葉には葉脈の中に白線が見ら

れるものもあります。

●水縄断層（国指定）

平成9年7月28日 山川町

耳納辿山は、水縄活断屈の活動によってできたもの

です。この断府は、1000年あたりの平均的なズレの惜

が10cm~!m以下の布横ズレを伴う正断屈とされて

います。またそれらの断屈庄は、急、（頃斜の谷によって

測折されているものの、なお新鮨な崖地形をしており、

その形成が比較的新しい時期に起こり、いまなお継続

していることを物語っています。
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水縄断庖

活断層は調査により、4回の活動痕跡が確認され、直

近の活動による地割れに上A~i器が含まれ、 1 *．部が鎌倉

時代の土荊で覆われていたことや、筑後地区に残る地

震の痕跡・肖料などから、 『日本苫紀」の大武7年12月

(679)の条にみえる、筑紫国地震の震源断肋であるこ

とが解りました。これは文献に記載され、年代がわか

る地震としてわが国最古の地震です。その規模は、M

7で兵庫県南部地痕に1町敵するものでした。

●カササギ生息地（国指定）

大正12年3月7日指定荒木町、大善寺町、安武町一円

カササギは加科の一種で、日本では久留米rhを含む

椙岡県南部、佐賀県、長崎県など九州北部に分布して

います。もと は朝鮮半島や中l可に住んでいました。

渡り烏ではないこの烏が日本にやってきたのは、そ

の昔、豊臣秀吉が朝鮮に出兵した時に、 「カチカチ」と

いう嗚き声が「勝ち」につながるということで、縁起の

良い烏として持ち帰り、繁殖したのだといわれていま

す。別名「カチドリ J.「カチガラス」などと呼ばれてい

ます。



カササギ

カラスより小型で尾が長く、黒色の翼に白い斑点があ

る美しい烏です。早春のころに高い木の上に、小枝と

泥で固めた巣をつくります。街中では電柱に作られた

巣を見かけることもあります。薄緑色の卵を 5~6個

産み、20日程で雛が生まれ、3~4週間で巣立ちます。

高良大社の樺樹

●高良大社の樟樹（県指定）

昭和39年5月7日御井町
み ひしる

高良大社では、御樋代（ご神体の容器）などが椋で作

られていたため、梯を神聖視し、社殿はもとより日常

の用具に至るまで、一切樟材を使用してはならない定

めがあったといわれています。

この樟樹は、相当に老齢のもので、高良山中興の祖、
じゃくL1h

座キ寂源が梢棚したと云われ、正参道の樟樹で大社の

御神木として氷く崇められてきました。 指定された

樹木は2本あり、双方合わせて地際約30mあります。

●長岩山のサザンカ自生地（県指定）

昭和60年5月28日草野町

サザンカ（山茶花）は、ツバキ科の植物で、わが固で

は九州 •琉球諸島•四国地ガの温暖な山地に肖生し、 I 1 

月頃に平たく開いた直径5~8cmの白い五弁の花を

つけます。

椿とよく似てますが、サザンカは花びらがばらばら

に散るのに対し、椿は花こと落ちます。

長岩山のサザンカ自生地

また、子房に白い毛が密集し、業の主脈や若枝に細

かい毛が出るのもサザンカの特徴です。

長岩,1,には、 2haに平均樹高4m、幹の直径が7~

8cmのサザンカが数千本ほど群牛し、 自生地としては

佐質県東背振村の「千石,1」サザンカ白生北限地帯」に

次ぐ規模を誇っています。
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福衆寺のイヌ桓

●福緊寺のイヌ槙（市指定）

昭和53年6月24日合川町

苗、参道の両側に1叶杵として育てられたと伝わりま

すが、福衆寺の創建が、今から約250年前のこ とであ

ることから、推定される樹齢からみても境内にあった

古木を大切にしてきたものと考えられます。

1号木(I樹側）と 2号木（束側）との2本からなり、い

ずれも高さ l5mを超える樹勢旺盛な□木です。

●宮ノ陣の将軍梅（市指定）

昭和63年2月24日 宮ノ陣町
しょうへい

正平14年(1359)8月に、後醍隔天里の皇チである征
”ねよ』．しんり）う

西将軍宮懐良親王．が、菊池武光、華：野永幸ら宮方の軍
し5う’’

勢を率い、膵j下してきた少弐頼尚の率いる足利方の大

軍と筑後大保原（現在の小郡市）で激しい戦いをくりひ

ろげました。これが南北朝期の有名な「大保原の合戦」

です。
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宮ノ陣の将軍梅

そのときに、壊良親王がこの地に陣を張ったことが、

「宮ノ陣」の由米になったといわれています。‘呂ゾ陣神

社の境内に残る将軍梅は、この時に戦勝を祈って親王

自らが手植えしたという伝説を持ちます。

それ以来、600年以上 もの長い年）」を経て、老木か

ら芽生えた若木へ連綿と命をつないできた将軍梅は、

地元の人達に大切に守られてきました。

現在も伯年3月上旬頃から遅咲きの化を咲かせ、訪

れる人々に歴史を語りかけてきます。

榊坂のアカメヤナギ

●柳坂のアカメヤナギ（市指定）

平成5年6月22日 山本町

アカメヤナギは、双了築柏物、離弁花類、ヤナギ科、

ヤナギ屈の落葉高木です。分布は、本州関束地）う以南

と四国・九州などのJII縁や湿地に一本立ちとして見ら

れます。名前の111来は、新牙がやや赤みを帯ぴている

ことから呼ばれてしヽます。

柳板のアカメヤナギは、耳納山地の裾で扇状地へと

広がる付根にあり、JtlII.flは沢が流れ、杉の樹林のなか

に一本立ちして生息しています。地元では「柳板」の地

名の由来と伝承され、樹齢も200年以上と推定されて

おり、すでに壮年期を越えていますが樹勢は旺盛です。
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永勝寺のケンポナシ

●永勝寺のケンポナシ（市指定）

平成5年6月22日 山本町

ケンポナシは、水勝寺境内には、東斜面及ぴ南側の

雑木林に数本見ることができます。雌棚同株で、果実

は有毛で径が約7ol0lの球をしてし まヽす。薬は広卵）I・クを

しており、葉脈が粘部から3分割しているのが特徴です。

開花は6~7月に見られます。果実の部分ではなく、

呆柄の肥人• したものを食州としていました。 ま た薬用

としても用いられていました。
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病良大社のツッジ群生地

●高良大社のツッジ群生地

平成13年3月27日 御井町

久留米ツッジは江戸時代末、久留米藩士坂本元蔵(1786

-l854)がキリシマッツジを原種として苦心の末、新

種の育成に成功したことでよく知られています。坂本

は高良111と梅林寺のキリシマッツジから種子を採取

しましたが、現在梅林寺燒内にはツッジ古本は見当た

らず、ツッジ古木群生は高良山に残るのみになってい

ます。

ッッジ群生地は、社殿の背後から南側の紀斜Ihiにあり、

樹齢200年を超えると推定され、久留米ツッジの原木

の可能性が高いものです。
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久置州市の指定

天態記念掬

分布國
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〇カササギ生息地

R扇良山のモウソウキンメチク林

＠水縄断屑

〇善再寺の大栢

◎喬良大社の樟樹

R暉 曽根のハゼ並木

〇善潟寺の吾提Bi

R長岩tlJ(J)サザンカ自生地

◎箆饒J＼幅宮の大イチョウ

R福屎寺のイヌ栂

〇宮ノ陣の将璽梅

＠柳版のアカメヤナギ

R永協寺のケンポナシ

⑭裔良大社のツッジ群生地
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